
2010 

2
No.97

広
報

発
行
日
平
成
２２
年
２
月
１
日
　
発
行
伊
豆
の
国
市
　
〒
４１０‐２２９２

　
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
長
岡
３４０‐１

　
編
集
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
電
話
０５５‐９４８‐１４３１

　
ＦＡＸ
０５５‐９４８‐２９１５

　
Ｅ
メ
ー
ル
info@

city.izunokuni.shizuoka.jp
『
広
報
い
ず
の
く
に
』は
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

24

p2-3■ 確定申告 2/16（火）～3/15（月）
申告書は自分で書いてお早めに

p4 ■確定申告をする要介護認定者の皆さんへ

障害者控除、おむつ代の医療費控除

p5 ■ 地デジ説明会

p6 ■ 地域の人材育成シンポジウム

あざれあ地域カレッジIN伊豆の国

p7  ■ 消防団員募集!!

平成22年度入札参加資格審査申請書追加受付

p8  ■ まゆ玉の里、能楽鑑賞会

p9  ■ 第4回パン祖のパン祭

p10 ■ おおひと梅まつり

p11 ■ 交通規制にご協力を－第3回伊豆マラソン大会

■■■（取り出してご使用ください）2月のカレンダー■■■

梅
は
、
別
名『
春
告
草

は
る
つ
げ
ぐ
さ

』と
も
呼
ば
れ
、

早
春
の
訪
れ
を
色
と
香
り
で
知
ら
せ
て

く
れ
る
花
と
し
て
、
昔
か
ら
日
本
人
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
説
に
は
、
奈

良
時
代
以
前
は
、
花
見
と
い
え
ば
サ
ク

ラ
よ
り
梅
を
指
し
た
と
も
い
い
ま
す
。

梅
の
開
花
時
期
は
、
天
候
に
よ
っ
て

大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
高
温
・
適
湿
・

多
照
の
年
は
開
花
が
早
ま
り
、
乾
燥
が

激
し
い
年
や
気
温
の
低
い
年
は
や
や
遅

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
品
種
に
よ
っ
て

も
多
少
差
は
あ
り
ま
す
。

例
年
、
日
本
列
島
を
、
一
月
下
旬
か

ら
約
三
カ
月
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
北
上

す
る
、『
春
告
草
』の
開
花
前
線
。
お
お

ひ
と
梅
ま
つ
り
実
行
委
員
長
の
井
川
弘

い
か
わ
ひ
ろ

仁ひ
と

さ
ん
に
よ
る
と
、「
今
年
の
伊
豆
の
国

市
の
開
花
時
期
は
一
月
下
旬
〜
三
月
下

旬
ご
ろ
ま
で
。
梅
ま
つ
り
開
催
の
二
月

中
旬
ご
ろ
が
ピ
ー
ク
」と
の
こ
と
で
す
。

市内在住の３月生まれで２～４歳までのお子さんを募集し
ます。２月８日（月）までに電話またはメールでお申し込みく
ださい。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決まった
場合は、数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

info@city.izunokuni.shizuoka.jp

リカちゃん人形と新幹線大好き！小さ
い体で大きい声の元気なみいちゃん。
いつも笑顔の優しい子に育ってね！！

裕一郎
ゆういちろう

さん・美和
み　わ

さんの長女（古奈）

(平成１９年２月２７日生)

パワフルで人なつこい茄琳ちゃんも
４月から幼稚園生だね。たくさん友
達つくろうね。

朝敏
ときとし

さん・聡美
さとみ

さんの次女（古奈）

(平成１８年２月５日生)

お話し上手で愛嬌たっぷり、ちょっぴ
り甘えん坊。これからもその笑顔でみ
んなを幸せにしてね。

秀明
ひであき

さん・夕子
ゆうこ

さんの長男（古奈）

(平成１８年２月２０日生)

外で遊ぶのが大好きな聖成。幼稚園に
入って、少しお兄ちゃんになったね！
いつまでも心の優しい聖成でいてね。

一成
かずなり

さん・朋子
ともこ

さんの三男（古奈）
(平成１８年２月２７日生)

大仁梅林

工事の車が大好きな遼馬。将来の夢
は“工事のおじさん”。たくましくやさ
しい男の子になってね！　

武
たけし

さん・佳代
か　よ

さんの長男（北江間）

(平成１８年２月２２日生)

５人兄弟の末っ子甘えん坊。悪戯
いたずら

大好
きデビル君。泣き虫抱っこ星人だけど
幼稚園のお友達が大好きなんだ！

邦利
くにとし

さん・由美子
ゆ　み　こ

さんの三男（立花台）

(平成１８年２月１８日生)



2２０１０．２．１いずのくに3 ２０１０．２．１いずのくに

●
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る

人
、
保
険
満
期
金
を
受
け
取
っ
た
人
な
ど
で
平

成
二
十
一
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
所
得
控

除
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
）の
合
計
金
額
を
超
え
る
人

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
平
成
二
十
一
年
中
の
給
与
収
入
が
二
千
万
円
を

超
え
る
人

②
給
与
の
支
払
い
を
一
カ
所
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
後
の

金
額
）が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
の
支
払
い
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
給
与
の

収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
金
額
と
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

＊
た
だ
し
、
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
も
少
な
く
、
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
二
十
万
円

以
下
の
人
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

●
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
居
住

＊両会場の混雑緩和のため、地区ごとに申告会場を指定しています（強制ではありません）。

ご協力をお願いします。＊青色申告、譲渡所得、贈与税、消費税の申告相談は市役所会場では
できません。三島税務署が開催している申告相談会場へお願いします。＊会場の混雑状況によ
っては、終了時間前に受け付けを締め切らせていただくこともあります。ご了承ください。

確定申告受付と各種相談会日程

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
人
で
も
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た

人
や
新
築
・
増
改
築
な

ど
を
し
た
人

②
火
災
・
風
水
害
、
盗
難

な
ど
で
住
宅
や
家
財
に

損
害
を
受
け
た
人

③
病
気
や
け
が
な
ど
で
多

額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
人

④
平
成
二
十
一
年
の
途
中

に
退
職
し
、
そ
の
後
も

再
就
職
し
な
か
っ
た
た

め
年
末
調
整
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人

●
印
鑑
　

●
源
泉
徴
収
票（
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
）

●
本
人
名
義
の
振
込
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

＊
前
年
に
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
そ
の
申
告

書
と
収
支
内
訳
書
の
控
え
を
参
考
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
ほ
か
に
必
要
な
も
の

【
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
】

①
平
成
二
十
一
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書

②
高
額
療
養
費
、
出
産
一
時
金
、
保
険
金
、
損

害
賠
償
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ

の
金
額
が
わ
か
る
も
の

＊
領
収
書
は
病
院
や
診
察
を
受
け
た
人
ご
と
に

仕
分
け
し
て
金
額
を
合
計
し
、
便
せ
ん
や
メ

モ
用
紙
な
ど
に
一
覧
に
整
理
し
て
き
て
く
だ

さ
い
。

【
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
】

平
成
二
十
一
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
・
健

康
保
険
な
ど
の
金
額
が
わ
か
る
も
の（
支
払
証
明
書
な
ど
）

＊
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
。
証

明
書
な
ど
を
紛
失
し
、
納
付
金
額
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
次
の
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７（
九
時
〜
十
七
時
）

三
島
年
金
事
務
所

電
話
０
５
５（
９
７
３
）１
４
４
４

【
生
命
保
険
料
控
除
・
地
震
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合
】

保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書

【
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
】

障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
市
長
等
が
発
行
す

る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど
（
本
人
、
扶
養

親
族
分
）

＊
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
は
、『
平
成
二
十
一
年

十
二
月
三
十
一
日
（
死
亡
し
た
人
に
つ
い
て
は
死
亡

の
日
）
現
在
に
お
い
て
六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認

定
者
』
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
四
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

●還付申告相談
と　き／２月３日（水）～１５日（月）
９：００～１２：００、１３：００～１６：００
＊土・日・祝日を除く

ところ／大仁庁舎２階第１会議室

国税庁ホームページ

http://www.nta.go.jp

確定申告書作成コーナー

２月１日（月）～３月１５日（月）まで、

所得税・消費税の確定申告、贈与税の

申告の相談を受け付けます。

電話０５５‐９８７‐６７１１

自動音声に従い『0』を選択

●国税に関する一般的な相談

電話０５５‐９８７‐６７１１

自動音声に従い『1』を選択

●三島税務署問合せ

電話０５５‐９８７‐６７１１

自動音声に従い『2』を選択

【所得税･贈与税･消費税･地方消費税】

とき／２月１２日（金）～３月１５日（月）
９：００～１７：００　＊土･日を除く

ところ／三島商工会議所
＊消費税申告は、３月１６日（火）～３月
３１日（水）まで三島税務署会場になり
ます。

確定申告書の提出は、郵送でもでき
ます。郵送の場合は記載事項や添付す
る書類に誤りがないか確認して、市役
所ではなく直接税務署へ郵送してくだ
さい。
郵送先／〒４１１‐８５５１　

三島市文教町１‐４‐３３
三島税務署
電話０５５‐９８７‐６７１１

相談会･時間

会場（対象地区）

確定申告
相談・受付

税務署員による
出張申告相談・受付

税理士による
無料申告相談・受付

９：００～１２：００
１３：００～１６：００

９：３０～１２：００
１３：００～１６：００

９：３０～１２：００
１３：００～１６：００

大仁庁舎２階第１会議室
【対象】大仁地区、天野･長岡･小坂･富士見

長瀬･戸沢･花坂地区の人 ２月１６日（火）
～３月１５日（月）
＊土・日を除く

２月２２日（月） ２月２３日（火）
～２６日（金）

韮山庁舎３階大会議室
【対象】韮山地区、墹之上･古奈･谷戸･仲之台･鳥打

珍野･町屋･大北･千代田･長塚地区の人
３月 ２日（火）

２月１６日（火）
～２２日（月）
＊土・日を除く

し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
市
役
所
税
務
課
か
ら
申
告
書
が
送
ら
れ
て
き
た

人
（
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

人
に
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。）

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
他
の

人
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
人

③
平
成
二
十
一
年
中
の
所
得
は
な
い
が
、
所
得
証

明
や
非
課
税
証
明
を
必
要
と
す
る
人

＊
た
だ
し
、
平
成
二
十
一
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
人
ま
た
は
、
平
成
二
十
一
年
中
の

収
入
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら
市
役

所
に
年
末
調
整
の
済
ん
で
い
る
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、
市
県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人
で
も
、
市
県
民
税

の
申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
や
老
人

医
療
の
優
遇
措
置
、
児
童
扶
養
手
当
・
障
害
者

関
係
・
そ
の
他
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
、
市
営

住
宅
の
入
居
申
請
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
市
県
民
税
申
告
書
の
提
出
は
、
郵
送
で

も
で
き
ま
す

郵
送
先

〒
四
一
〇
‐
二
二
九
二
　

伊
豆
の
国
市
長
岡
三
四
〇
‐
一

伊
豆
の
国
市
役
所
　
税
務
課三島税務署申告相談会

便利で

重宝！

注意！



本
人
ま
た
は
、
扶
養
し
て
い
る
人
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者

の
場
合
に
は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
所
得
税
・
市

民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
要
介
護
一
〜
三
で
身
体
上
の
障
害
の

見
ら
れ
な
い
人
や
要
支
援
一
・
二
の
人
は
対
象
外
で
す
）。

要
介
護
認
定
の
状
況
に
よ

り
、
障
害
者
控
除
ま
た
は
特

別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
控
除
額
は
下

記
の
と
お
り
）。
障
害
の
認
定

は
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三

十
一
日
現
在
の
要
介
護
認
定

状
況
に
よ
り
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
が
年
の
途

中
に
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

亡
く
な
っ
た
と
き
の
状
況
に

よ
り
ま
す
。

認
定
書
の
交
付
申
請
を
し

て
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
の
交
付
を
受
け
、
確
定
申

告
の
と
き
に
そ
の
認
定
書
を

提
示
し
て
控
除
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
交
付
申
請
に
は
、
申
請
者
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
支
援
課
（
大
仁
庁
舎
）

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

市
民
サ
ー
ビ
ス
課（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
１

韮
山
市
民
サ
ー
ビ
ス
課（
韮
山
庁
舎
）

電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
０

＊
認
定
書
の
発
行
は
、
二
月
一
日（
月
）〜
三
月
十
五
日（
月
）の
間
で
す
。

期
間
外
は
、
高
齢
者
支
援
課
で
の
み
発
行
と
な
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
二
年
目

以
降
の
人
は
、
医
師
が
発
行
し
た「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」が
無
く
て
も
、「
市
が
主
治
医
意

見
書
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
書
類
」が
あ
れ
ば
、
医

療
費
控
除
の
対
象
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

お
む
つ
代
に
つ
い
て
の
医
療
費
控
除
の
申
告
が
二
年
目

以
降
で
、
要
介
護
認
定
者
本
人
ま
た
は
扶
養
し
て
い
る
人

交
付
申
請
を
し
て
発
行
さ
れ
た「
市
が
主
治
医
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
書

類
」を
、
確
定
申
告
の
と
き
に
お
む
つ
購
入
代
の
領
収
書
と
一
緒
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
交
付
申
請
の
と
き
に
は
、
申
請
者
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
認
定
時
の
書
類
の
記
載
状
況
に
よ
り「
市
が
主
治
医
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し

た
書
類
」を
そ
の
場
で
発
行
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
交
付
申
請
を
す
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
支
援
課
（
大
仁
庁
舎
）

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

＊
認
定
時
の
書
類
確
認
が
必
要
な
た
め
、高
齢
者
支
援
課
で
の
み
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。
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問合せ　高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８００９

控除の種類
所得控除額

所得税 住民税

障害者控除 ２７万円 ２６万円

特別障害者控除 ４０万円 ３０万円

確
定
申
告
を
す
る

要
介
護
認
定
者
の
皆
さ
ん
へ

障
害
の
程
度
と
控
除
額

控
除
を
受
け
る
に
は

交
付
申
請
窓
口

交
付
申
請
窓
口

対
象

控
除
を
受
け
る
に
は

現在、ご覧になっているアナログテレビ放送は、
２０１１年７月２４日に終了し、地上デジタルテレビ放
送（以下「地デジ」）に完全移行します。地デジを受信
するためには、デジタル放送対応の機器が必要です。
早めに地デジの準備を始めませんか？
そこで、地デジをご覧になるための総務省による

説明会（無料）を市内各地で開催します。ぜひご参加
ください。
なお、開催日程は１月中旬に、総務省から戸別配

布されたお知らせをご確認ください。

問合せ 総務省静岡県テレビ受信者支援センター

（デジサポ静岡） 電話０５４‐６５４‐０２１１

市役所企画課　　 電話０５５‐９４８‐１４１３

月 日 曜日 ところ
開始時間

２
月

１ 月
韮山生涯学習センター １０：３０ １４：００

中区公民館 １９：００ －

２ 火
中島防災センター １０：３０ １４：００

韮山時代劇場映像ホール １０：３０ １４：００

３ 水
原木公民館 １４：００ １９：００

天野公民館 １４：００ １９：００

４ 木
小坂公民館 １４：００ －

田京公民館 １０：３０ １４：００

５ 金
守木公民館 １０：３０ １４：００

田原野公民館 １０：３０ １４：００

６ 土 江間防災センター １４：００ １９：００

７ 日

大仁公民館 １４：００ １９：００

三福公民館 １４：００ １９：００

南條区民ホール １４：００ １９：００

四日町公民館 １４：００ １９：００

１４ 日
長岡区民館 １９：００ －

古奈公民館 １４：００ １９：００

１回目 ２回目
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問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

ここに、いつまでも「輝いて」生きるためのヒントがあ
ります。ぜひ、ご参加ください。この事業は、静岡県男
女共同参画室と伊豆の国市の共催事業です。

と　き／

ところ／韮山時代劇場
対　象／５０歳以上の女性（２回とも出席できる人）
定　員／４０人（先着順） 参加費／無料
申込み／下記へ電話で申し込み。
問合せ／企画課　電話０５５‐９４８‐１４１３

家族のあり方や自分らしく生きるということにつ
いて考える中で、最期まで自分らしく生きるコツを
伝授します。

第１回　講師：井上治代さん

第２回　講師：佐藤厚子さん

東洋大学ライフデザイン学部准教授、市民団体エン
ディングセンター理事長。「最期まで自分らしく」
「新･遺言ノート」「子の世話にならずに死にたい、
変貌する親子関係」「墓と家族の変容」など著書多数。

ひかり整体院院長。高校教員として部
活指導を行う中、一人の女性整体師と
の出会いを通じて、４０歳のとき整体
師への転身を決意。２００６年、静岡市
の流通センター通りに整体院を開業。

いつまでも美しく生きるために、自分でも簡単に
できる美容整体に挑戦します。

地域の人材育成シンポジウム

現在地域で活躍している団塊世代の講師、パネラーと共に、これからの人生を楽しく心豊かに過ごす
ことについて考えてみませんか。

演題 生きいきシニアライフをすごすには
講師 太刀川弘さん

パネルディスカッション

パネラー 太刀川弘さん

河野眞人さん
（元県立高等学校長、静岡英和学院大学
学生課勤務、伊豆中央高校学校評議員）

福井弘さん
（ＪＡ伊豆の国自家菜園講座講師、伊豆
市大平いきいき朝市事務局、静岡県明
るい社会づくり運動支部事務局）

清水一穂さん
（市生涯学習塾講師、珈琲コレクション
「ザ･焙煎」教室、カフェクラブＩＺＵ･
ＣＯＦＦＥＥ主宰）

市社会教育委員、民生
児童委員、伊豆二八会
（そば打）代表

と　き　

ところ　あやめ会館多目
的ホール

テーマ 心豊かな盛人であ
る為に！

基調講演

平
成
二
十
二
年
度

入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書

追
加
受
付

受付期間

＊土･日･祝日は除く

平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
伊
豆
の
国
市
が
発
注
す
る「
建
設
工

事
」、「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」、「
物
品
調
達
、
役
務

提
供
等
」の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
追
加
受
付
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

＊
平
成
二
十
一
年
二
月
の
定
期
受
付
で
、
す
で
に
平
成
二
十
二
年

度
の
入
札
参
加
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
今
回
の
申

請
は
不
要
で
す
。

受
付
場
所

管
財
課（
伊
豆
長
岡
庁
舎
一
階
）

提
出
書
類

提
出
書
類
一
覧
・
申
請
に
使
用
す
る
様

式
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

ア
ド
レ
ス
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
管
財
課
窓
口
で
配
布

提
出
方
法

持
参
ま
た
は
電
子
申
請

問
合
せ

管
財
課
　
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
２

伊豆の国市ホームページ
http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp
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（材料費６００円）

あなただけの飾り玉をいろいろな
願いを込めて作ってみませんか。

今
年
新
た
に
、
伊
豆
長
岡
温
泉
で

「
能
楽
鑑
賞
会
」を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　

（
土
）十
三
時
〜
十
四
時

と
こ
ろ
　
三
養
荘

内
　
容
　
能
面
を
通
し
て
能
楽
を
知
る

―
神
秘
　
能
面
の
世
界

講
　
師
　
宇
高

う
だ
か

通
成
み
ち
し
げ

と
　
き
　

（
土
）十
一
時
〜
十
二
時

と
こ
ろ
　
ホ
テ
ル
天
坊

内
　
容
　
日
本
の
伝
統
楽
器
・

鼓
に
触
れ
て
み
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
　
師
　
大
倉

お
お
く
ら

正
之
助

し
ょ
う
の
す
け

と
　
き
　

（
日
）十
三
時
〜
十
四
時

と
こ
ろ
　
楽
山
や
す
だ

内
　
容
　
日
本
の
伝
統
文
化
・

狂
言
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
　
師
　
三
宅

み
や
け

右
矩
す
け
の
り

、
三
宅
み
や
け

近
成
ち
か
な
り

＊
伊
豆
の
国
市
観
光
協
会
に
て
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

問
合
せ

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会

電
話
　
０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

２０１０．２．１いずのくに9
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参加資格は小学生以下。参加料は無料です。
用具（画板・クレヨン等）は貸し出します。
金賞の作品は、来年度のポスターに使用！

■奉納俳句の部 ２月１３日（土）受付１０：００～１２：００
投句料 ２句１組５００円（２組まで可）
表　彰 １５：００～大仁神社にて

■当日句の部 ２月１４日（日）受付９：３０～１２：００
投句料 梅および嘱目

しょくもく

２句１組１，０００円（１組のみ）
表　彰 大会終了後、大仁公民館にて

健康で１人で歩ける人ならだれでも参加できます。
とき　２月１３日（土）受付１０：００～１０：３０
集合場所 ひまわり保育園大仁分園
参加料　１人５００円

（おおひと笑店会商品券５００円付き）
定員 ２００人　＊定員になり次第締め切り
申込み ２月１２日（金）までに伊豆の国市観光協会に

電話かＦＡＸで申し込み。ＦＡＸの場合は、
氏名、年齢、住所、電話番号を明記。

申込み･問合せ　伊豆の国市観光協会　電話０５５‐９４８‐０３０４　FAX０５５‐９４８‐５１５１

第
三
回
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
（
日
本
大
学

国
際
学
部
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
地
域
振
興
研
究
所
）

電
話
０
５
５（
９
８
０
）０
８
４
３

問合せ

イベントの手伝いなどを行うボランティア
スタッフを募集します。２０歳以上でイベ
ントに興味のある人ならどなたでも応募で
きます（活動時間９：３０～１５：３０）。
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晴天の下、過去最多６８８人が走り（歩き）初め

式典終了後、狩野川グリーン公園で恒例の一斉放水

過
去
最
多
の
参
加
者
数

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

恒
例
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
を
、
韮
山
時
代
劇
場
大
駐
車
場
横

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
。
晴
天
の

下
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
過
去
最

多
六
百
八
十
八
人
が
、
富
士
山
を
バ
ッ
ク

に
走
り
（
歩
き
）
初ぞ

め
し
ま
し
た
。
マ
ラ

ソ
ン
の
部
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
男
子
三
・
〇
�n
】
①
青
木
光
洋

あ
お
き
み
つ
ひ
ろ（

御
殿
場

市
）、
②
梅
原
克
佳

う
め
は
ら
か
つ
よ
し（

伊
豆
市
）、
③
稲
村

い
な
む
ら

健
た
け
る（

三
島
市
）

【
女
子
三
・
〇
�n
】
①
黒
田
真
央

く
ろ

だ

ま

お

（
伊
豆
の

国
市
）、
②
今
井
愛
奈

い
ま
い
あ
い
な

（
伊
豆
の
国
市
）、

③
深
沢
ふ
か
さ
わ

ほ
の
か（
芝
川
町
）

【
男
子
一
・
五
�n
】
①
高
井
則
充

た
か
い
の
り
み
つ（
伊
豆
の

国
市
）、
②
安
立
俊

あ
だ
ち
し
ゅ
ん（
伊
東
市
）、
③
原
田
は
ら
だ

慎
也
し
ん
や
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

【
女
子
一
・
五
�n
】
①
桑
原
桃
子

く
わ
ば
ら
も
も
こ

（
伊
豆
の

国
市
）、
②
高
井
茉
彩

た
か
い

ま
あ
や
（
伊
豆
の
国
市
）、

③
杉
山
明
夏

す
ぎ
や
ま
さ
や
か
（
函
南
町
）

＊
敬
称
略

会場では、市の発展に尽くした２２人を表彰

洋
蘭
飯
店
で
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
、

各
団
体
や
各
区
、
市
議
会
議
員
、
市
関
係

者
な
ど
二
百
八
十
九
人
が
新
年
の
挨
拶
を

交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
発
展
に
貢

献
し
た
二
十
二
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
善
行
表
彰
】
石
井

い
し
い

ハ
ル
ノ（
田
京
）

【
功
績
表
彰
】
佐
野
和
美

さ
　
の

か
ず
み

（
南
條
）、
鈴
木

す
ず
き

杏
菜
あ
ん
な

（
沼
商
三
年
）、
冨
手
美
希

と
み
て
み
き

（
沼
高
三

年
）、
菊
池
颯

き
く
ち
は
や
て（
同
）、
相
原
達
也

あ
い
は
ら
た
つ
や

（
修
工

三
年
）、
坂
本
千
明

さ
か
も
と
ち
あ
き
（
同
）、
渡
邉
愁

わ
た
な
べ
し
ゅ
う（
同
）、

青
木
翔
生

あ
お
き

し
ょ
お
（
同
）、
須
田
未
沙
紀

す

だ

み

さ

き

（
同
）、

渡
邉
満
里
奈

わ
た
な
べ
ま

り

な

（
同
）、
吉
川
綾
乃

よ
し
か
わ
あ
や
の
（
三
島
北

高
三
年
）、
筑
木
理
紗

ち
く
ぎ

り

さ

（
同
）、
太
田
早
紀

お
お
た

さ

き

（
日
大
三
島
高
三
年
）、
岡
本
怜
奈

お
か
も
と
れ

な

（
加
藤

学
園
高
三
年
）、
白
澤
未
来

し
ら
さ
わ

み

く（
三
島
高
三
年
）、

越
智
菜
月

お
ち
な
つ
き

（
同
）、
樽
井
志
織

た
る
い
し
お
り
（
同
）、
高た
か

安
由
姫

や
す
ゆ

き

（
韮
高
三
年
）、
石
井
伶
叡

い
し
い
よ
し
あ
き
（
伊
豆

中
央
高
三
年
）、
石
井
哲
朗

い
し
い
て
つ
ろ
う
（
同
）、
平
井
ひ
ら
い

克
幸
か
つ
ゆ
き（
同
）

＊
敬
称
・
功
績
略
　

今
年
も
地
域
を
守
り
ま
す

伊
豆
の
国
市
消
防
団
出
初
式

1／10

1／1

生
前
の
功
績
た
た
え
て

故
・
高
橋
静
夫
さ
ん
に
叙
位

昨
年
十
月
に
亡
く
な
っ
た
、
元
韮
山
町

長
の
高
橋
静
夫

た
か
は
し
し
ず
お

さ
ん
（
四
日
町
）
が
、
生

前
の
功
労
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

従
六
位

じ
ゅ
う
ろ
く
い

の
叙
位
を
受
け
ま
し
た
。

故
・
高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
に

四
十
歳
で
韮
山
村
議
会
議
員
に
当
選
し
、

以
後
、
韮
山
町
議
会
議
員
と
し
て
四
期
十

四
年
在
職
。
そ
の
後
、
同
町
助
役
に
選
任

さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
に
同
町
長
に
当
選

し
、
一
期
四
年
間
、
韮
山
町
の
発
展
と
振

興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
平
成
五
年
に

は
勲
五
等
双
光
旭
日
章

く
ん
ご
と
う
そ
う
こ
う
き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う（
地
方
自
治
功
労
）

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

叙
位
は
、
県
知
事
室
長
よ
り
、
ご
遺
族

で
あ
る
長
男
の
誠
一
せ
い
い
ち

さ
ん
ご
夫
婦
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
故
・
高
橋
さ
ん
の
功
績
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。

12／25

伝達を受けるご遺族（写真上）
故・高橋静夫さん（写真右）

新
年
の
挨
拶
と
表
彰
を

伊
豆
の
国
市
賀
詞
交
歓
会

1／4

成
人
式
と
同
じ
こ
の
日
、
伊
豆
の
国
市

消
防
団
（
土
屋
實

つ
ち
や
み
の
る

団
長
）
は
長
岡
体
育
館

で
、
新
春
恒
例
の
消
防
団
出
初
式
を
実
施

し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
副
団
長
以
下
、
全
十
二
分

団
か
ら
二
百
二
十
五
人
の
団
員
が
参
加

し
、
来
賓
は
約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、市
長
や
団
長
の
訓
示
に
続
き
、

上
部
団
体
表
彰
な
ど
五
十
四
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
全
団
員
が

千
歳
橋
下
流
の
狩
野
川
グ
リ
ー
ン
公
園
に

移
動
し
、
ポ
ン
プ
車
で
、
狩
野
川
に
向
か

っ
て
一
斉
放
水
し
ま
し
た
。

伊
豆
の
国
市
消
防
団
で
は
、
四
月
一
日

か
ら
女
性
消
防
隊
も
創
設
し
、
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
関
連
記
事
七
ペ
ー
ジ
）

２０１０．２．１いずのくに 12

交通安全パレードでは１日警察署長の柏木くん（中央）が市民の先頭に

内閣総理大臣表彰を受賞した重山さん（右）

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
へ

伊
豆
の
国
市
交
通
安
全
市
民
大
会

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、『
伊
豆
の
国
市
交
通

安
全
市
民
大
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

開
幕
は
、
県
警
音
楽
隊
先
導
の
交
通
安

全
パ
レ
ー
ド
。
市
長
や
和
田
知
明

わ

だ

と
も
あ
き

大
仁
警

察
署
長
、
市
、
交
通
安
全
協
会
、
安
全
運

転
管
理
協
会
な
ど
関
係
団
体
ら
約
百
五
十

人
が
千
歳
橋
〜
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
の
県

道
約
五
百
�r
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
の
式
典
で
は
、
交

通
事
故
で
長
男
を
亡
く
し
た
瀬
崎
多
津
子

せ

ざ
き

た

つ

こ

さ
ん（
浜
松
市
）が
基
調
講
演
を
行
い
、
交

12／20

昨
年
は
、
選
挙
制
度
を
開
始
し
た
明
治

二
十
二
年
か
ら
数
え
て
百
二
十
年
目
に
あ

た
る
年
。
こ
れ
に
ち
な
み
国
で
は
、
長
年

選
挙
の
管
理
執
行
に
精
励
し
た
人
や
選
挙

制
度
の
研
究
・
普
及
な
ど
に
特
に
尽
力
し

た
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

当
市
で
は
、
重
山
蔵
男

し
げ
や
ま
く
ら
お

さ
ん
（
南
條
）

が
、
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
重
山
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら

旧
韮
山
町
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委

員
と
し
て
活
動
を
は
じ
め
、
以
後
二
十
三

年
間
、
投
票
率
の
向
上
や
ク
リ
ー
ン
な
選

挙
の
実
現
を
目
指
し
、
明
る
い
選
挙
推
進

運
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

重
山
さ
ん
は
現
在
も
、
伊
豆
の
国
市
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
会
長
と
し
て
自

ら
先
頭
に
立
ち
、
若
者
を
中
心
と
し
た
多

く
の
人
に
選
挙
の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
て

い
ま
す
。

通
事
故
遺
族
の
悲
痛
な
思
い
と
命
の
大
切

さ
を
訴
え
ま
し
た
。
続
い
て
、
一
日
警
察

署
長
の
柏
木
駿
哉

か
し
わ
ぎ
し
ゅ
ん
や

く
ん（
長
岡
南
小
六
年
）

が
、「
飲
酒
運
転
、
悪
質
な
運
転
は
絶
対

に
し
な
い
」「
交
通
安
全
に
つ
い
て
家
族
や

周
り
の
人
と
真
剣
に
話
す
」「
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
」「
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
」
と

い
う
交
通
死
亡
事
故
撲
滅
宣
言
を
来
場
者

全
員
の
前
で
読
み
上
げ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
県
警
音
楽
隊
と
カ
ラ

ー
ガ
ー
ド
に
よ
る
交
通
安
全
コ
ン
サ
ー
ト

が
披
露
さ
れ
、
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

選
挙
推
進
に
長
年
尽
力

重
山
蔵
男
さ
ん
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

12／16

代表者テープカットと園児のくす玉割りで開通

12／17
戸
沢
川
と
長
岡
川
の
合
流
点
に
あ
り
、

約
一
年
弱
に
わ
た
り
架
け
替
え
工
事
を
進

め
て
い
た
皆
澤
橋

み
な
ざ
わ
は
し

が
開
通
し
ま
し
た
。

開
通
式
に
は
、
市
長
や
県
職
員
、
県
・

市
議
会
議
員
、
大
仁
警
察
署
長
、
観
光
協

会
長
、
長
岡
区
長
ら
関
係
者
約
百
人
が
同

席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
長
岡
保
育
園
児
に

よ
る
く
す
玉
割
り
で
完
成
を
祝
っ
た
後
、

出
席
者
全
員
で
渡
り
初
め
を
し
ま
し
た
。

橋
は
、
河
川
断
面
を
約
三
倍
に
拡
大
す

る
河
川
改
修
に
伴
う
架
け
替
え
に
よ
り
、

橋
長
十
五
・
六
�r
、
幅
員
十
一
・
二
�r
と

な
り
、
水
害
へ
の
安
全
性
を
確
保
。
ま
た

歩
道
設
置
に
よ
り
歩
行
者
の
安
全
性
も
向

上
し
ま
し
た
。
戸
沢
川
流
域
で
は
引
き
続

き
、
小
坂
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
増
強
、
調

整
池
の
設
置
な
ど
、
総
合
的
な
治
水
対
策

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
も
水
も
安
全
な
橋
に

皆
澤
橋
一
年
ぶ
り
に
開
通
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市民：市民サービス課（伊豆長岡庁舎）

電話０５５‐９４８‐２９０１

環政：環境政策課　　　電話０５５‐９４９‐６８０４

クリ：クリーン課　　　電話０５５‐９４９‐６８０５

観商：観光商工課　　　電話０５５‐９４８‐１４８０

文振：文化振興課　　　電話０５５‐９４８‐０２２５

福祉：福祉課　　　　　電話０５５８‐７６‐８００６

企画：企画課　　　　　電話０５５‐９４８‐１４１３

秘広：秘書広報課　　　電話０５５‐９４８‐１４３１

安対：安全対策課　　　電話０５５‐９４８‐１４１２

社教：社会教育課　　　電話０５５‐９４８‐１４６１

社協：社会福祉協議会　電話０５５‐９４９‐５８１８

＊健診や予防接種などの問い合わせは

健づ：健康づくり課　　電話０５５８‐７６‐８０１２

診療時間は9:00～17:00
必ず病院に直接電話するか田方医師会のホー
ムページ（http://www.tagata-ishikai.jp/）、
または田方北消防署（電話０５５‐９７８‐０１１９）、
田方中消防署（電話０５５８‐７６‐０１１９）で確認を。

【納期限２月２８日（日）】
■上下水道料金（古奈、長岡、韮山南部地区）

【納期限３月１日（月）】
■固定資産税第4期分
■国民健康保険税第6期分
■後期高齢者医療保険料第7期分
■介護保険料第6期分

２０１０．２．１いずのくに（カレンダー）

2/1 月

2 火

立春

4 木

5
金

6 土

77 日日

8 月

9 火

10水

建国記念の日

1111木木

節分

3 水

■まゆ玉の里開催中（伊豆長岡温泉「福狸亭
小川家」特設会場10:00～16:00／観商）
■世界農林業センサス基準日（秘広）●補聴
器相談（大仁庁舎12:00～15:00／福祉）●消
費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観商）

●体力測定（韮保セ9:30～11:30／健づ＊要申
込み）
◆3歳児健診（韮保セ）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00ま
で／市民）●サポートセンター『ぷちゆめワー
ク』（大保セ13:00～16:00／福祉）◆育児相談
（要予約）･一般健康相談（韮保セ9:30～
11:30）

■パン祖のパン祭（アクシスかつらぎ他10:00
～14:30／観商）

■市駅伝大会（大仁市民会館9:00スタート／社教）■
パン祖のパン祭（アクシスかつらぎ他10:00～14:30／
観商）■上妻宏光・塩谷哲"AGA-SHIO"Concert
Tour 2010（韮山時代劇場16:00～／文振）●休日の
ごみの持ち込み受付（9:00～12:00／クリ）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）

◆フッ素塗布（大保セ）

■あざれあ地域カレッジIN伊豆の国（韮山時
代劇場13:30～15:30／企画）●弁護士相談
（韮山福祉センター13:30～16:30／社協＊要
予約）

■イベント　●行政情報・相談など　◆保健など　　　　は図書館休館日

長保セ：長岡保健センター、韮保セ：韮山保健センター、大保セ：大仁保健センター

23火

24水

25木

26金

27土

2288日日

3/1月

2 火

3 水

4

12金

13土

1144日日

15月

16火

17水

18木

雨水

19金

20土

2211日日

22月

■おおひと梅まつり（おおひと梅林･大仁神社
境内10:00～15:00／観商）

■おおひと梅まつり（おおひと梅林･大仁神社
境内10:00～15:00／観商）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）●障害者相談員による障害者相談会（韮
保セ9:30～12:00／福祉）

◆1歳6カ月児健診（韮保セ）

●行政相談（大仁庁舎13:30～15:30／市民）

■あざれあ地域カレッジIN伊豆の国（韮山時代劇場13:30～15:30／
企画）●飼い主のいない犬･猫の引き取り（韮山庁舎9:10～9:30／
環政）●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00まで／市民）
●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ13:00～16:00／福
祉）◆育児相談（要予約）・一般健康相談（大保セ9:30～11:30）

さだまさしアコースティックコンサート（ア
クシスかつらぎ18:00～／文振）
●人権相談（大仁庁舎13:30～16:00／福祉）

■能楽鑑賞会（三養荘13:00～14:00／観商）
■アクシスの夕べPart.63（アクシスかつらぎ
19:00～／文振）

■伊豆マラソン大会（修善寺駅北～三嶋大社
スタート9:00／社教）
●休日のごみの持ち込み受付（9:00～12:00／
クリ）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）

■富士山の日
●ウォーキング＆エクササイズ教室（韮保セ
9:15～11:30／健づ＊要申込み）
◆フッ素塗布（長保セ）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00
まで／市民）●サポートセンター『ぷちゆめ
ワーク』（大保セ13:00～16:00／福祉）

●巡回交通事故相談（韮山庁舎10 : 0 0～
15:00／安対＊要予約）◆フッ素塗布（韮保セ）
◆育児相談（要予約）･一般健康相談（長保セ
9:30～11:30）

■あなたのステージVol.71（韮山時代劇場
9:30～16:00／文振）

■あなたのステージVol.71（韮山時代劇場
9:30～16:00／文振）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）

◆3カ月児相談（韮保セ）

◆3歳児健診（韮保セ）

２月のカレンダー

２０１０

7 函南平出クリニック
（函南町／小児･内／０５５‐９７８‐１３６６）

11 長岡リハビリテーション病院
（長岡／内・神経内・リハ／０５５‐９４８‐０５５５）

14

ＭＯＡ奥熱海クリニック
（浮橋／内・心療内／０５５８‐７９‐１１００）
花の丘診療所
（奈古谷／ペインクリニック・内／０５５‐９４９‐６８８６）

21 伊豆韮山温泉病院
（中條／整外・内・皮膚・リハ／０５５‐９４９‐１４６６）

日

木

日

日

28 山口医院
（函南町／内・外／０５５‐９７８‐２０１１）日
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劇団ポプラによるファミリー劇
場。ぜひ家族でお越しください。

と　き　

午前の部　開場１０：００開演１０：３０
午後の部　開場１３：３０開演１４：００　

ところ　韮山時代劇場大ホール
チケット 一般１，０００円　中学生以下５００円　＊全席指定
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

入場無料

誰でも気軽に楽しむことができるクラシックコンサー
ト。今回は、小太鼓、大太鼓、ティンパニー、木琴、鉄
琴などの打楽器のみで編成された合奏形態「パーカッシ
ョン･アンサンブル（打楽器演奏）」をお楽しみください。

と　き　

開場１３：３０開演１４：００
ところ　アクシスかつらぎ大ホール
チケット 一般１，０００円　高校生以下５００円　

＊全席自由

出　演　パーカッションアンサンブル静岡
演　目　アイネクライネナハトムジーク、トッカータと

フーガ、仮面　ほか
＊曲目は変更になる場合があります。

三味線プレイヤー 上妻宏光と、ピアニスト 塩谷哲の
コラボレーションが実現！

と　き　

開場１５：３０開演１６：００
ところ　韮山時代劇場大ホール
チケット Ｓ席４，０００円　Ａ席３，０００円　＊全席指定
＊未就学児は入場できません。

問合せ 韮山時代劇場　
電話０５５‐９４９‐８６００

と　き　２月２７日（土）･２８日（日）
９：３０～１６：００

ところ　韮山時代劇場映像ホール
出　展 南楊会
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

～南楊会水墨画展～

＊伊豆箱根鉄道大場駅･三島広小路駅･修善寺駅では販

売しませんのでご注意ください。

問合せ アクシスかつらぎ
電話０５５‐９４８‐０２２５

～チェロアンサンブル編～
と　き　２月２０日（土） 開場１８：３０開演１９：００
ところ　アクシスかつらぎ多目的ホール
出　演 土山如之、谷口宏樹、蒲谷克典、海老澤洋三
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

２０１０．２．１いずのくに（カレンダー裏・右）

市では、小さい子どもを育てるお父さん、お母さんをサポートする
『地域子育て支援センター』を３カ所開設しています。
親子で来園して楽しく遊んだり、友達を作ったり、保護者同士の交

流の場としてもご利用ください。市内に住んでいる、小学校就学前ま
での乳幼児と保護者なら、どなたでも無料で利用できます。

（地域子育て支援センターすみれ）
四日町２３４‐１電話０５５‐９４９‐０８２３

月～金９：００～１１：３０、１３：００～１６：００
（祝日除く）

３日（水）１０：３０～豆まき会
５日（金）１０：４５～１１：２０避難訓練
９日（火）１０：３０～おはなし会
１６日（火）１０：３０～制作（０、１歳児）
１７日（水）１０：３０～制作（２、３歳児）
１９日（金）１０：３０～リズム遊び
２３日（火）大きくなったかな（身体測定）
２４日（水）１０：３０～たんじょうび会

（２月生まれの子、要申込み）
２６日（金）きれいにしよう＊
●行事の時間はすべて午前中のみ
（身体測定は午後も実施します）
●育児相談はいつでも受けます。
＊「きれいにしよう」の時間は参加人数

によって変わります。（地域子育て支援センターたんぽぽ）

三福２９５‐１ 電話０５５８‐７６‐６００６

月～金９：００～１１：３０、１３：００～１６：００
（祝日除く）

３日（水）１０：３０～節分のつどい
９日（火）１１：００～リズムで遊ぼう！
１７日（水）１０：００～作ってみよう

（２、３歳児）
１８日（木）１０：００～作ってみよう

（０、１歳児）
１９日（金）１０：００～１１：００育児相談デ
ー（身体測定、保健師による講話）
２３日（火）１１：００～星のおはなし会
２６日（金）１０：４５～１１：１５

親子体操教室（０、１歳）
講師：渡辺輝子先生

●行事の時間はすべて午前中のみ。
●育児相談はいつでも受けます。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金９：００～１７：００（祝日除く）
（園庭開放は９：００～１１：３０）

１４日（日）９：３０～慈恩保育園発表会
（ところ：アクシスかつらぎ）

１６日（火）涅槃会
ね は ん え

●天気の良い日は園庭で絵本や紙芝
居の読み聞かせをしています。
●子育ての悩み相談に専門の保育士
が応じます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

詳しくは各園までお問い合わせください。

グリーン購入のすすめ
地球のために

私たちができること

こ
れ
は
、
品
物
を
購
入
す
る
と

き
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る

と
き
に
、
そ
の
必
要
性
を
よ
く
考

え
、
で
き
る
だ
け
環
境
に
与
え
る

影
響
の
小
さ
い
も
の
を
優
先
し
て

購
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
グ
リ
ー
ン
購
入
法
」
と
い
う
法

律
に
裏
付
け
さ
れ
た
取
り
組
み

で
、
こ
の
な
か
で
、
国
は
グ
リ
ー

ン
購
入
に
取
り
組
む
こ
と
が
「
義

務
」
と
さ
れ
、
市
な
ど
地
方
自
治

体
は
「
努
力
義
務
」、
事
業
者
や
国

民
に
も
「
責
務
」
が
あ
る
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
、
何
ら
か
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
購
入
す
る
中
で
、
多
く
の

エ
コ
マ
ー
ク
、グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
を
見
か
け
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
購
入
し

て
い
る
こ
と
は
、
グ
リ
ー
ン
購
入

に
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
、
文
具
類
、
自
動
車
や
主
要

家
電
製
品
な
ど
は
、
グ
リ
ー
ン
購

入
に
か
か
る
製
品
が
充
実
し
て
い

ま
す
。
グ
リ
ー
ン
購
入
は
、
誰
で

も
今
す
ぐ
で
き
る
地
球
環
境
保
全

へ
の
取
り
組
み
で
す
。
日
ご
ろ
か

ら
環
境
表
示
な
ど
に
注
意
し
て
も

の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

が
大
き
く
、
製
品
ご
と
の
省
エ
ネ

性
能
の
差
が
大
き
い
家
電
製
品
等

に
つ
い
て
「
多
段
階
評
価
制
度
」

に
よ
る
五
つ
の
★
マ
ー
ク
と
「
省

エ
ネ
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
」
に
よ
る

年
間
消
費
電
力
量
や
年
間
の
目
安

電
気
料
金
等
を
組
み
合
わ
せ
た
ラ

ベ
ル
表
示
の
こ
と
で
す
。
現
在
、

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

電
気
便
座
の
四
品
目
に
は
こ
の
表

示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

十
品
目
に
簡
易
版
統
一
省
エ
ネ
ラ

ベ
ル
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
省

エ
ネ
性
能
と
電
気
代
を
合
わ
せ
て

比
較
で
き
る
便
利
な
情
報
で
す
。

グ
リ
ー
ン
購
入
と
は

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る

地
球
環
境
へ
の
取
り
組
み
で
す

統
一
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
ベ
ル



年
四
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
寺

家
の
願
成
就
院

が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん
で
は
、
国
・
県
・
市

か
ら
の
補
助
を
受
け
て
、
大お
お

御み

堂ど
う

内
の

耐
震
補
強
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
完
了
に
伴
い
、
工
事
期
間
中
は
同

寺
院
内
の
宝
物
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

あ

み

だ

に
ょ
ら
い
ざ

ぞ
う

・
木
造
不
動
明

ふ
ど
う
み
ょ
う

王お
う

お
よ
び
二
童
子
立
像

に
ど
う
じ
り
ゅ
う
ぞ
う
・
毘
沙
門
天
立
像

び
し
ゃ
も
ん
て
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

（
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
仏
師

運
慶
う
ん
け
い

の
作
、
国
の
重
要
文
化
財
）も
、
改

め
て
大
御
堂
に
移
さ
れ
、
今
年
一
月
か

ら
拝
観
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
建
物
全
体
に
耐
震

補
強
を
施
す
の
で
は
な
く
、
五
体
の
仏

像
が
安
置
さ
れ
る
須
弥
壇

し
ゅ
み
だ
ん

を
取
り
囲
む

形
で
耐
震
フ
レ
ー
ム
を
設
け
た
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
耐
震
フ
レ
ー
ム

は
鉄
骨
で
構

成
さ
れ
、
鉄

板
で
補
強
さ

れ
て
い
る
た

め
、
大
き
な

地
震
な
ど
に

よ
っ
て
万
が

一
建
物
に
被

害
が
生
じ
た

場
合
で
も
、

仏
像
本
体
は

損
傷
を
受
け

な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、

仏
像
と
須
弥

壇
の
間
に

は
、
免
震
台
（
地
震
な
ど
の
揺
れ
を
吸
収
し
、
台

上
の
も
の
に
震
動
を
伝
え
な
い
よ
う
に
す
る
装

置
）
も
設
置
さ
れ
、
安
全
性
が
高
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
防
犯
シ
ス
テ
ム
も
整
備
さ
れ
、
盗

難
な
ど
人
的
被
害
か
ら
仏
像
を
守
る
体
制
も
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、
運
慶
の
手
で
形
作
ら
れ
て

か
ら
八
百
年
以
上
を
経
た
五
体
の
仏
像
は
、
信
仰

の
対
象
と
し
て
、
ま
た
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、

よ
り
確
実
に
未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
も
、
内
装
が
一
新
さ
れ
、
清
々
し
い
空

気
に
満
ち
た
願
成
就
院
大
御
堂
と
運
慶
仏
を
、
ご

覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

開
館
時
間
　
九
時
〜
十
六
時（
水
曜
以
外
）

拝
観
料
　

大
人
三
百
円
、中
高
生
百
五
十
円
、

小
人
百
円

問
合
せ
　

天
主
君
山
願
成
就
院
　

電
話
０
５
５（
９
４
９
）７
６
７
６

昨

願成就院大御堂
耐震工事が完了

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その５７

伊
豆
の
国
市
文
化
協
会
の
芸
能
三
部
門
（
歌

唱
・
舞
踊
・
演
奏
）に
よ
る
、
第
三
回
ふ
れ
あ
い
祭

を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

と
　
き

二
月
二
十
一
日（
日
）
十
時
〜
十
七
時

と
こ
ろ

大
仁
市
民
会
館

出
場
団
体

歌
唱
部（
詩
吟
・
カ
ラ
オ
ケ
・
朗
読
・

謡
と
仕
舞
・
民
謡
等
）
六
団
体
、
舞

踊
部（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
日
本
舞
踊
・
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
等
）六
団
体
、

演
奏
部
（
ウ
ク
レ
レ
・
ギ

タ
ー
・
オ
カ
リ
ナ
・
大
正

琴
・
ち
ん
ど
ん
・
ハ
ー
モ

ニ
カ
・
二
胡
・
三
味
線
・

バ
ン
ド
・
尺
八
等
）
十
二

団
体
　
計
二
十
四
団
体

舞
台
周
り
や
会
場
に
は
、
伝
統
文
化
部
の
長

岡
地
区
花
の
会
に
よ
る
お
花
も
飾
ら
れ
ま
す
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
学
芸
部
の
ミ
ニ
展
示
会
を
同
時

開
催
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

文
化
協
会
演
奏
部（
保
田
）

電
話
０
９
０（
８
３
２
２
）０
６
３
４

文
化
協
会
会
長（
大
橋
）

電
話
０
５
５
８（
７
６
）２
９
３
５

第
三
回
ふ
れ
あ
い
祭
　
開
催

（左）須弥壇に安置された５体の
運慶仏。写真左から『木造不動明
王及び二童子立像』『木造阿弥陀
如来坐像』『毘沙門天立像』

（下）工事中の耐震フレーム

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

２０１０．２．１いずのくに ２０１０．２．１いずのくに

「まいど！

宇宙を呼びよせた町工場

のおっちゃんの物語」

青木豊彦（著）

近代セールス社

人工衛星「まいど１号」の生みの親
が、初めてつづる涙と笑いの奮闘記。
志半ばでの挫折と再出発、そして新
たな取り組み。 【韮山】

＊【 】内は所蔵館名

中央図書館…２月１３日（土）１１：００～
長岡図書館…２月１８日（木）１４：３０～
韮山図書館…２月１３日（土）･２７日（土）

いずれも１４：００～
対象／赤ちゃん～小学校低学年くら
いまで（申し込み不要）。

14

問合せ

「ロング・ウェイ」

小手鞠るい（著）

祥伝社

離婚はできへんかも
しれん。かまへん。

ベッドの上で指切りをした。死ぬま
で、一緒と。ばらばらになった家族
と、それぞれが大切に思う人たち。
激しくも静かな恋愛小説集。【長岡】

「未踏峰」

笹本稜平（著）

祥伝社

ここで逃げたら、死
ぬまで人生から逃げ

続けることになる。ハンデを背負っ
た３人の若者と、未来を手放した登
山家。ヒマラヤを舞台に描く、骨太
の人間ドラマ。 【韮山】

昨年は、中央図書館開館20周
年記念イベントを開催しまし
た。落語を交えての講演会や語
りの会など、すべてに共通して
感じたことは、テレビなどの機
械を通じてではなく、「生の声」
で言葉を伝えることの大切さで
した。（図書館司書　高橋）

おはなし会

15

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館
各館の休館日は、月のカレンダー･
図書館ホームページなどをご覧く
ださい。

人呼んで“銀座のヤス”。築地市
場と一流料理店を走り回る、驚き
の舌と食の知識を持つ謎の男。ヤ
ッさんに弟子入りした新米ホーム
レスのタカオとともに、名コンビ
が今日も走る。 【中央】

「ヤッさん」
原宏一（著）／双葉社

「ほらふき

じゅうたん」

デイヴィッド･ルーカス（作）

偕成社

長いねむりからさめ
た大理石像の女の子に、トラのじゅ
うたんが語りかけます。それはでた
らめな夢物語？それとも…？「真実」
をめぐるふしぎな物語。 【長岡】

「あんな雪こんな氷」

高橋喜平（文･写真）

雪や氷はつめたいだ
け？よくかんさつし
てみると、あーらふ
しぎ。生きてるみた

いにうごいたり、おもしろい形に
なったりしますよ。【中央】

「しもばしら」

野坂勇作（作）

しもばしらって、ど
うしてできるのか
な？空からふってく
るの？家でできる、しもばしらの
作り方もあります。【中央･韮山】

「雪の写真家ベントレー」

Ｊ.Ｂ.マーティン（作）

「雪の美しさは、ど
んなものにもまけな
い」結晶の美しさを

人々に伝えようと、ひたむきに雪
を追い続けたウィリーの生涯をつ
づる伝記絵本。【全館】

「月夜のみみずく」ヨーレン（詩）

みみずくに会いたか
ったら、静かにしな
くちゃいけないの…
静かな冬の夜ふけの
一瞬の出会い。
【中央・韮山】

空から音もなく降ってきて、世界をすっかり
変えてしまうもの。朝日の中で、きらきら輝く
もの。雪と氷のふしぎをのぞいてみませんか。

「まあばあさんの

ゆきのひピクニック」

すとうあさえ（文）【中央・韮山】

「つららがぽーっとん」

小野寺悦子（文）【中央】



が
ス
ム
ー
ス
に
で
き

な
い
と
き
、
事
故
は

起
こ
る
の
で
す
。

例
え
ば
、
路
線
バ

ス
が
横
断
歩
道
手
前

の
バ
ス
停
な
ど
で
停

車
し
て
い
る
場
合
に

は
、
バ
ス
が
発
進
す

る
ま
で
後
方
で
待
機

す
る
の
が
安
全
上
好

ま
し
い
と
い
え
ま
す

が
、
停
車
バ
ス
を
避

け
る
た
め
に
は
み
出

す
場
合
は
、
バ
ス
か

ら
人
が
乗
降
し
て
い

る
こ
と
や
横
断
歩
道
を
歩
行
者
が
渡
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

常
に
想
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は
、
必
ず

バ
ス
と
横
一
線
に
な
る
直
前
で
停
止
し
、
歩
行
者
の
有
無
に

つ
い
て
安
全
を
確
認
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
バ
ス
で
対
向
車
線
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
対
向
車
に
も
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。
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お酒をね　飲んだ後はね　走らない
遠藤
えんどう

瑞穂
みず ほ

（大仁小）
さあ渡ろう　も一度見よう　右左

山崎
やまざき

菜々美
な な み

（長岡南小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ

問合せ　安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

先
日
、
土
手
和
田
老
人

会
の
四
十
人
が
集
ま
り
、

修
善
寺
温
泉
で
人
気
の
切

絵
作
家
水
口
千
令
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
反
射
材
を

使
っ
た
切
り
絵
を
作
成
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
が
増
え
続
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
夕
暮
れ
時

に
反
射
材
を
着
用
す
る
機

会
を
増
や
し
、
高
齢
者
を

少
し
で
も
交
通
事
故
か
ら

守
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
大
仁
警
察
署
交
通
課
の

交
通
安
全
指
導
員
が
企
画

し
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
講
座
に

参
加
し
た
交
通
安
全
指
導

員
が
講
師
と
な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
の
で
、
切
り
絵
反
射
材
教
室
の
要
望

が
あ
る
老
人
会
の
皆
さ
ん
は
、
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
お
し
ゃ
れ
な
反
射
材
を
作
っ
て
、

交
通
事
故
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

大
仁
警
察
署
交
通
課
交
通
安
全
指
導
員

電
話
０
５
５
８（
７
６
）０
１
１
０

切
り
絵
で
反
射
材
を

作
り
ま
せ
ん
か

大
仁
警
察
署
管
内
に
お
け
る
高
齢
者
が
起
因
す
る
交
通
事

故
の
発
生
件
数
は
、
平
成
二
十
一
年
が
二
百
二
十
四
件
で
、

前
年
比
二
十
九
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
加
し
た
事

故
原
因
の
多
く
は
、
安
全
確
認
が
不
十
分
な
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

安
全
確
認
と
い
う
動
作
は
、
自
動
車
を
運
転
中
、
常
に
前

後
左
右
に
目
を
通
し
て
脳
で
意
識
し
、
そ
の
情
報
の
変
化
に

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

第4号

十
分
な
安
全
確
認
を
！

交
通
安
全
協
会
大
仁
地
区
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

問合せ･申込み／農業振興課　電話０５５‐９４８‐１４８１

県の相談員が交通事故に関するさ
まざまな相談に応じます（相談無料）。
希望する人は事前に安全対策課まで
ご予約ください。

と　き ２月２６日（金）
１０：００～１５：００

ところ 市役所韮山庁舎
３階第１会議室

問合せ 安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

巡回交通事故相談

４月１日（木）貸付開始予定の市民農園利用者を募
集します。借入れ希望のある人は、農業振興課に問
い合わせの上、借受申込書を提出してください。受
付期間は２月１日（月）～２２日（月）までです。応募
者複数の場合は抽選で利用者と区画を決定します。

名　称 所在地 区画面積 賃貸料 空き区画数

韮山ふれあい農園 四日町 約２５平方㍍ ７，０００円／年 ９

長岡市民農園 長岡 約２５平方㍍ ７，０００円／年 ６

大仁ふるさと農園 長者原 約５０平方㍍ ５，０００円／年 ５

一年を楽しんでみませんか
＝ 市民農園の利用者募集 ＝

応
じ
て
瞬

時
に
判
断

し
て
運
転

操
作
を

行
う
こ

と
で
、

こ

の
操
作

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心
⑳

美
容
医
療
ト
ラ
ブ
ル

（
文
と
絵
）

司
法
書
士
　
山
田
茂
樹

雑
誌
を
め
く
る
と
、「
一
緒
に
美
肌
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
」

「
男
と
し
て
の
自
信
を
取
り
戻
せ
！
」
な
ど
、
美
容
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
関
す
る
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
も
女

性
も
人
そ
れ
ぞ
れ
に
美
容
上
の
悩
み
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
美
容
上
の
悩
み
が
あ
る
こ
と
を
悪
用
し
た

『
美
容
医
療
ト
ラ
ブ
ル
』
が
、
現
実
に
は
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
悪
質
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
に
は
、
本
来
必
要
で
は
な
い
施
術
ま

で
必
要
で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
し
て
、
本
来
の
施
術
と
抱

き
合
わ
せ
る
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
治
療
を
行
う
悪
質
な
ク
リ
ニ
ッ

ク
も
あ
り
ま
す
。

美
容
医
療
に
は
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
こ
と
も
認

識
し
、
冷
静
で
慎
重
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

「あなたはこの施術でカッコよくなる！」など
と力説されても、冷静になって慎重な対応を

消費者相談 ２／１・８・１５・２２各月曜日９：００～１５：００伊豆長岡庁舎市民相談室 問合せ 観光商工課 電話０５５‐９４８‐１４８０
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市民の登録（人口調査）、財産や所得
の評価、税金の査定などを担当する
職員Ｃｅｎｓｏｒ

セ ン サ ー

からきているといわれ
ています。
世界の国勢調査をみると、アメリ

カでは１７９０年に第１回の人口セン
サスが実施され、１９世紀に入ると
ヨーロッパの各国でも近代人口セン
サスが行われるようになりました。
今年の国勢調査では、提出方法を

調査員への手渡しと郵送での提出と
を選択できるようになりました。
では、世界の国々の調査方法はど

うでしょう。イギリス、インド、オ
ーストラリア、アメリカ、カナダ、
中国、韓国、タイなど、日本を含む
大多数の国で、調査員による全数調
査が実施されており、最近では、郵

今年１０月１日を基準日として行
われる国勢調査は、日本では大正
９（１９２０）年から５年ごとに行わ
れ、今回で１９回目となります。
国勢調査は、英語のＰｏｐｕｌａｔｉｏｎ

Ｃｅｎｓｕｓ（人口センサス）を日本語
に訳したものです。このＣｅｎｓｕｓ
の語源は、古代ローマにおいて、

送調査、インターネット調査を導入
する国も増えています。
また、デンマーク、フィンランド、
ノルウェーなど、行政記録（市など
の行政機関が保有している情報を利
用する調査方法）のみで国勢調査を
実施している国もあります。行政記
録方式は、大幅に経費が削減され、
国民の記入負担は軽減されますが、
登録されているデータしか利用でき
ないため、日本などの調査員による
全数調査と比べ、調査の精度が維持
できないという課題があります。
伊豆の国市でも、調査員による全

数調査の国勢調査が１０月に実施さ
れます。詳細が決定次第、調査員募
集のお知らせをしますので、多くの
皆さんのご協力をお願いします。

世界の国勢調査

整理できないまま箱や引出しにし
まいっぱなしになっている写真で、
あなただけのすてきなア
ルバムを作ってみましょ
う！思い出が輝きだすテ
クニックを教えます。
とき／２月１８日（木）

１０：００～１２：００
ところ／あやめ会館実習室
対象／一般成人　
定員／２４人（先着順、市内在住者優先）
講師／峯知美さん（メモラビリアー
ト講師）
参加料／１，３００円（材料費込み）
持ち物／はさみ、筆記用具、スティ
ックのり（水のり不可）、写真３～５
枚（同じシーンのもの）
申込み／２月１０日（水）までに下記
へ電話で申し込み
問合せ／市役所社会教育課

電話０５５‐９４８‐１４６１

とき／●３月３日（水）９：３０～
１１：５０「地域との連携パートⅠ」「食
は地球を救う」●３月９日（火）９：４０
～１１：５０「膝の痛みとその予防体操」

●３月１５日（月）９：４０～１１：５０
「リウマチについて」「超音波で覗

のぞ

く
身体の中」
ところ／リハビリテーション中伊豆
温泉病院　受講料／無料
定員／４０人（先着順）
持ち物／筆記用具　

＊９日は運動できる服装。
申込み／２月１日（月）から受け付け
開始。下記へ電話で申し込み（平日
１３：００～１６：００、土･日、祝日不可）
問合せ／中伊豆温泉病院健康管理課

電話０５５８‐８３‐３３４０

平成２２年度会員を
募集します。親子で体
操をとおして楽しく過
ごしてみませんか！気

軽に参加してください。
対象／市内在住で平成１９年４月か
ら平成２０年９月生まれの子どもと
その保護者　
定員／５０組（応募多数の場合は抽選）
参加料／年会費５，０００円（月２回、
傷害保険料込み）
ところ／大仁体育館
講師／渡辺輝子さん（田京在住）

申込み／２月４日（木）･１８日（木）、
３月４日（木）１０：００～１１：００に大
仁体育館で自由見学と入会受け付け
を行います。お子さんとお越しくだ
さい。３日間に来られない人は下記
までご連絡ください。３月１５日（月）
締め切り。
申込み･問合せ／ヤンチャーズ事務局
中野貴子　電話０５５８‐７６‐６７２１

脳卒中とリハビリについて講演を
行います。
とき／３月２０日（土）

１４：００～１６：００
ところ／三島市民生涯学習センター
演題／脳卒中とリハビリ
講師／大田哲生（同センターリハビ
リテーション科准教授）、小張昌宏
（静岡赤十字病院副院長
兼救命救急センター長）
参加費／無料　
定員／１５０人（先着順）
＊駐車場の混雑が予想されますので、
できるだけ公共交通機関をご利用く
ださい。
問合せ／慶應義塾大学月が瀬リハビ
リテーションセンター
電話０５５８‐８５‐１７０１

国有林の管理経営に皆さん
の声を反映するため、意見や
提言を聞いたり、アンケート
に答えていただく平成２２年

度国有林モニターを募集します。
申込み／氏名（ふりがな）、性別、生
年月日、年齢、住所、電話番号、職
業、モニターを知ったきっかけ、応
募の理由（１００文字）を明記し、２月
１９日（金）までに郵便（必着）、ＦＡＸ、
メールで申し込み
＊申し込みについての詳細は関東森林
管理局ホームページをご覧ください。
問合せ／林野庁関東森林管理局
電話０２７‐２１０‐１１５０

平成２２年度生（機械･電子･情報の
３科、２年間）の第５期募集開始。
高い就職率、充実した設備で就職の
強い味方、技術と技能を見つけよう。
出願期間／２月２２日（月）～３月１２
日（金） 試験日／３月１９日（金）
募集定員／各科若干名　
＊第４期募集で定員が満たされた場
合、募集は行いません。募集科につ
いてはお問い合わせください。

受験資格／平成２２年３月末現在で
概ね３０歳以下の技術･技能を身に付
けて就職する意欲のある人
申込み･問合せ／県立沼津技術専門
校　電話０５５‐９２５‐１０７１
http://www.numazu-vtc.ac.jp/

地域住民と障害をもった人が一緒
に暮らしやすい街づくりと地域活性

国勢調査、農林業センサス、工業統計調査、経済センサス…
国や県が行う統計調査はたくさんあります。これらの調査は、国や

県から委託を受けて市が実施主体となり、市に登録している
が中心となって調査活動を行います。

登録調査員になると、市から各種統計調査への参加意向を伺います
ので、そのときのご都合に合わせて参加するか決めてください。何度
か統計調査を経験した２０歳以上の人であればだれでも登録できます。
子育て中の人も、仕事を退職した人も、空いた時間を

使って調査活動を行い、国の施策立案を左右する重要な
統計情報の基礎を担うことができます。また、登録調査
員同士の情報交換の場となる研修会も開催しています。

問合せ／市役所秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
大
規
模
な
災
害
後
に
は
、
被

害
認
定
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

に
よ
っ
て
「
り
災
証
明
書
」
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
り
災
証
明
書
を
取

得
す
る
と
、
給
付
、
融
資
、
減

免
・
猶
予
、
現
物
支
給
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
被
災
者
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
請
窓
口
は
、
市
役
所
各
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
で
す
。

【
申
請
方
法
】

り
災
証
明
書
は
「
り
災
証
明
願

（
申
請
書
）」
を
記
入
し
、
各
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
で
申
請
し
た
後
、
交

付
さ
れ
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
判

定
に
関
す
る
相
談
や
再
調
査
を
行

い
ま
す
。

【
発
行
】

通
常
は
、
被
害
認
定
調
査
終
了

後
、
数
日
か
ら
数
週
間
で
、
り
災

証
明
書
を
発
行
で
き
ま
す
。

り
災
証
明
書

た
だ
し
、
大
規
模
な
災
害
後
に

は
、
被
災
後
の
対
応
で
り
災
証
明

書
の
発
行
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
お
願
い
】

市
の
職
員
な
ど
が
被
害
調
査
を

行
う
際
に
、
連
絡
先
、
被
害
の
程

度
な
ど
を
尋
ね
た
り
、
写
真
を
撮

る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
い
つ
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
大
地
震

に
対
し
て
、
家
屋
の
耐
震
診
断
や

耐
震
補
強
、
家
具
の
固
定
等
の
内

容
を
通
じ
て
、
地
震
に
対
す
る

「
備
え
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
。

連
載
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、「
災

害
が
発
生
す
る
前
に
で
き
る
こ

と
」
の
大
切
さ
で
す
。
大
災
害
が

発
生
す
れ
ば
、
人
間
は
自
然
の
前

に
無
力
で
す
。
し
か
し
、
事
前
の

備
え
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
自
ら

の
命
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
、
被
災
後
の
復
旧
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ど
う
備
え
る
か
」、
今
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

化への取り組みについて考える講演
です。参加費は無料ですのでお気軽
にご参加ください。
とき／３月３日（水）

１４：００～１６：００
ところ／三島市民生涯学習センター
講師／岩崎諭史さん（ＮＰＯ精神障害
者のあすの福祉をよくする三浦市民
の会ぴあ三浦　三浦うしお作業所長）
問合せ／サポートセンターゆめワーク

電話０５５８‐７５‐５６００
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お・知・ら・せ

とき／２月２２日（月）
１３：３０～１６：３０

ところ／サンウェルぬまづ
定員／３００人
内容／演題「精神病はどこまでわかっ
たか」講師：菊山裕貴さん（大阪精神
医学研究所新阿武山病院医師）
参加費／無料
申込み／下記へ電話かＦＡＸで申し込み
問合せ／県東部健康福祉センター障
害福祉課　電話０５５‐９２０‐２０８７
ＦＡＸ０５５‐９２０‐２１１４

在宅の筋ジストロフィー症児（者）
の療育に必要な医学的診断や療育相
談に無料で応じます。
とき／３月２１日（日）

１０：００～１５：００
ところ／三島市立保健センター
対象／東部地区在宅の筋ジストロフ
ィー症児（者）と類似症児（者）
内容／●医療スタッフ（箱根病院石原
院長ほか）による、検診、遺伝学上の
相談、緊急時対応など●相談スタッ
フ（箱根病院療育指導室職員など）に

よる、自助･介助器具や国立病院機構
入所などの相談、教育･生活上の相談
など●検査･相談時間の待ち時間を利
用した革工芸品の製作指導（講師／嶺
尾厚枝：静岡県筋ジストロフィー協
会役員）
申込み／３月１５日（月）までに下記
へ電話で申し込み
問合せ／県東部健康福祉センター（東
部身体障害者更生相談所）
電話０５５‐９２０‐２０８６
県筋ジストロフィー協会事務局
電話０５５８‐８３‐３９８１

２月１５日（月）に４カ月分（１０～
１月分）の児童手当を振り込みます。
１６日（火）以降、指定口座への入金
を確かめてください。
＊現況届を提出していない人には、
提出があるまで手当の支払いができ
ません。
問合せ／市役所福祉課

電話０５５８‐７６‐８００８
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お・知・ら・せ

あなたの大切な人
や家族を守るための
技術を身につけまし
ょう。ＡＥＤ設置事
業所等に勤務してい

て、ＡＥＤを使用する可能性のある
人を対象にした普通救命講習会Ⅱを
開催します。
とき／２月１３日（土）９：００～１２：００

→締切り：２月５日（金）
３月１３日（土）８：００～１２：００

→締切り：３月５日（金）
ところ／田方消防本部
対象／市内在住、在勤者
定員／５０人　＊３０人未満は延期。
内容／心肺蘇生、ＡＥＤ使用方法、
窒息手当、止血方法、筆記、実技試
験　
受講料／無料
申込み／田方消防各署にある受講申
請書（田方消防本部ホームページに
もあり）に必要事項を記入し提出。
田方消防署のいずれの窓口でも申し
込み可。
問合せ／田方中消防署　

電話０５５８‐７６‐０１１９
http://www.tagata-fd.jp

五
月
に
開
講
し
た
今
年
度
生
涯

学
習
塾
の
成
果
を
一
堂
に
集
め
て

発
表
す
る
「
生
涯
学
習
塾
合
同
発

表
」
を
開
催
し
ま
す
。「
学
ぶ
喜

び
・
で
き
る
喜
び
・
伝
え
る
喜
び
」

を
会
場
で
直
接
感
じ
て
く
だ
さ

い
。
入
場
無
料
で
す
。

＊
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
十
五
時
か
ら
引
き
続
き
、生
涯
学
習
塾
閉
講
式
典
を
行
い
ま
す
。

問合せ・申込み
社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

【まナビファイル９】

団体名　生涯学習塾
＊予定価格のため、変更となる場合があります。
＊代金は苗木引渡しの際にお支払いください。
＊苗木の引渡しは３月初旬になる予定です。

申込み･問合せ 市役所農業振興課　電話０５５‐９４８‐１４８１

開催します！生涯学習塾合同発表会力作が並ぶ展示発表成果を披露するステージ発表

樹　種
規　格 価　格

（１本あたり円）苗　齢 苗　長 標準根元径

スギ ２年

小　 ３５㌢上 ７㍉ ９１円

中　 ４５㌢上 ８㍉ １０２円

大　 ６０㌢上 １０㍉ ９３円

ヒノキ ３年

小　 ３５㌢上 ７㍉ ９７円

中　 ４５㌢上 ８㍉ １０８円

大　 ６０㌢上 ９㍉ １００円

クヌギ ２年
小　 ８０㌢上 － １１５円

大　１００㌢上 － １３５円

造
林
用
苗
木
の

あ
っ
せ
ん

造
林
用
苗
木
の
あ
っ
せ
ん
を
行

い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平成21年度産（平成22年春季山行）系統確認苗木標準価格表（税込）

身体、知的、精神それぞれの相談
員が障害別に相談に応じます。お気
軽にご相談ください。相談無料。
とき／２月１５日（月）

９：３０～１２：００　
ところ／韮山保健センター
問合せ／市役所福祉課

電話０５５８‐７６‐８００７

交通事故に遭って
困っている人のため
に、自動車損害賠償

責任保険や任意自動車保険の請求に
ついて、無料で電話または来訪での
相談を受けています。
とき／月～金曜日（祝日除く）９：００
～１２：００、１３：００～１７：００
ところ／静岡自動車保険請求相談セ
ンター
＊毎週木曜日１３：００～１６：００は弁
護士相談を行っています（要予約･相
談無料）。ただし、２月１１日は実施
しません。
問合せ／静岡自動車保険請求相談セ
ンター　電話０５４‐２５２‐３３３４

将来法曹を目指す学生の実務技能
教育を兼ねた相談会を開催します。
生活上のトラブルや困りごとなどの
相談に弁護士が応じます。お気軽に
どうぞ。
とき／３月２６日（金）①１５：００②
１６：１５③１７：３０④１８：４５
ところ／沼津市民文化センター
定員／各時間３人の計１２人
条件／この無料法律相談の利用が初
めての人
相談担当／静岡大学法科大学院教員
（弁護士）

２月２３日は富士山の日

問合せ　富士山総合案内（静岡県県民部内） 電話０５４‐２２１‐３７７６

県では、すべての県民が富士山について学
び、考え、思いを寄せ、富士山憲章の理念に
基づき、後世に引き継ぐことを期する日とし
て、２月２３日を「富士山の日」と定めました。
今後は、「富士山の日」の制定を契機として、

富士山を後世に引き継ぐための県民運動の促
進に努めるものとしています。

相談方法／学生による事前ヒアリン
グ後、弁護士と面談
申込み／電話で下記へ申し込み
問合せ／ライフサポートセンター
しずおか東部事務所
電話０５５‐９２９‐９８２０

とき／２月１３日（土）
１３：００～１６：３０

ところ／韮山時代劇場
大ホール

入場料／無料
問合せ／川口 電話０５５‐９４９‐３１５７

と　き

ところ

内　容 展示発表１７講座

ステージ発表７講座
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●
『
富
士
山
と
い
ず
の
く
に
』の

写
真
を
数
多
く
ご
応
募
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
度
の
市
民
カ
レ
ン
ダ

ー
は
、
四
季
折
々
の
富
士
山
が

美
し
い
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
り
そ

う
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

広
報
三
月
号
と
一
緒
に
配
付
し

ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
夏

●
人
気
の
モ
ロ
ッ
コ
の
土
鍋

「
タ
ジ
ン
鍋
」を
買
い
ま
し
た
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
が
な
い
我
が
家
で

は
、
専

も
っ
ぱ
ら
電
子
レ
ン
ジ
で
の
調

理
ば
か
り
で
す
が
、
ヘ
ル
シ
ー

な
蒸
し
料
理
が
簡
単
に
で
き
て

と
て
も
重
宝
し
て
ま
す
。
短
時

間
で
で
き
る
し「
あ
と
一
品
」っ

て
と
き
に
お
勧
め
で
す
よ
。
井

編　集　後　記

住民登録人口●50,221人（男：24,250人、女：25,971人） 世帯●19,800
外国人登録人口●457人（男：182人、女：275人） 世帯●189

市の人口
（平成２２年１月１日現在）

22

＊市役所では品物を預かりません。売買を
生業としている人はご遠慮ください。
申込み・問合せ 市役所環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

ゆずります

韮小･体育着･短パン　　　無　料
こたつ布団　　　　　　　無　料
外部取付式スピーカー　　無　料
ミシン取り付け用刺繍

ししゅう

機　無　料
スレート板　　　　　　　無　料
エレクトーン　　　　　　無　料
テレビ台　　　　　　　　無　料
ボディーボード　　　　　無　料
ひな飾り　　　　　　　　無　料
耕運機（５馬力） 応　談
胡弓（要修理） 応　談
洋服タンス（２棹） 応　談
食器棚　　　　　　　　　応　談
サイドボード（１本） 応　談
ダイニングセット　　　　応　談
応接センターテーブル　　応　談
電子レンジ台　　　　　　応　談
カメの置物　　　　　　　応　談
電話台　　　　　　　　　応　談
木製ドレッサー　　　　　応　談
エアロバイク　　　　　　応　談
ペ･ヨンジュン等身大ポスター 応　談
女性用スノーボードブーツ･ウェア 応　談
スキー板･ブーツ･ウェア　応　談
ワープロ（シャープ） １０万円
小型冷蔵庫　　　　 ３，０００円
焼肉･たこ焼きプレート １，０００円程度

ゆずってください

共和幼稚園制服　　　　　無　料
花器・抹茶茶碗　　　　　無　料
大人用自転車　　　　　　無　料
ちとせ保育園服・体操着　応　談
桐たんす　　　　　　　　応　談
コンバイン　　　　　　　応　談
もみ乾燥機　　　　　　　応　談
わら切りカッター　　　　応　談
電子ピアノ（ペダル付き） 応　談
電話機（子機２台付き） 応　談

不用品活用バンクに登録すれば、
「ゆずってほしい」「ゆずりたい」人
を探します。韮山庁舎へ来庁か、
電話でご登録ください（最高6カ月
間、希望により再登録可）。

お題：アナグラム
脳の活性度　★★★★

毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】

①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、②『広
報いずのくに』をもっとよくするご意見やご提案などを書き添

え、２月１４日（日）までに下記へお送りください。ご意見など
は、今後の広報づくりの参考にさせていただきます。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「まゆだまのさと」

正解者は１５／１５人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】

渡辺篤、三好しづ子、小島健太郎、杉本冨司、小川原広子、

川田麻衣子、伊郷まつ江、永沼憲三、平田八朗、杉本尚美

広
報
い
ず
の
く
に
へ
の
ご
意
見
や

感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
一
月
号
表
紙
の
『
絶
景
・
富
士
見
の

足
湯
』に
行
っ
て
み
た
い
。
足
湯
に
つ

ら
れ
て
久
し
ぶ
り
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

に
乗
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
四

日
町
・
43
歳
・
女
性
ほ
か
）

●
孫
が
ク
イ
ズ
に
当
た
っ
た
と
大
喜

び
！
家
族
で
も
の
す
ご
い
話
題
で
す
。

孫
い
わ
く
「
だ
っ
て
大
吉
だ
も
の
！
」

だ
そ
う
で
す
。（
田
京
・
68
歳
・
女
性
）

身
近
な
話
題
も
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
韮
山
で
い
ち
ご
狩
り
が
楽
し
め
る

時
期
と
な
り
、
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
私
は
、
農
協（
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
？
）も
大
好
き
で
す
。
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
が
安
く
手
に
入
っ
た
り
、

パ
ン
や
ケ
ー
キ
も
売
っ
て
い
て
、
休

日
に
は
よ
く
行
き
ま
す
。（
四
日
町
・

24
歳
・
女
性
）

さ
て
、
現
在
『
広
報
い
ず
の
く
に
』

で
は
、
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
の
た

め
、
皆
さ
ん
か
ら
広
報
紙
へ
の
ご
意

見
や
ご
提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

継
続
し
て
ほ
し
い
コ
ー
ナ
ー
、
改
善

し
て
ほ
し
い
コ
ー
ナ
ー
、
新
し
く
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
コ
ー
ナ
ー
や
特
集

記
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
左
の
応
募
方
法
を
参
照
）

アナグラムは、ある言葉の文字の順番を入れかえて、別の言

葉にしてあるクイズです。例えば「おれ、何歩？」という問題の

もとの言葉は「ナポレオン」という感じです。

では、次の問題のもとの言葉は、いったい何でしょう。

表紙は１月１０日に
アクシスかつらぎで
開催した『伊豆の国市
成人式』。今年は、約
３８０人の新成人が参
加しました。誓いの言葉では、和田七織

わ だ な おり

さんが
「伊豆の国市の新成人として自覚と誇りを持ち、大
人としての責任ある行動をとることを誓います」
と述べました。新成人に、輝ける未来あれ。

表紙より

答え○○○○○○○○

イ
ン
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、

隠
し
て
く
。
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ん
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か
く
し
て
く
）

環境問題講演会
柿田川について話を聞いてみませ

んか。参加料は無料、申し込みは不
要です。
とき／２月２８日（日）

１３：３０～１５：００
ところ／函南町中央公民館

多目的ホール
演題／富士山の恵み･柿田川の恵み
「地域とともに歩む駿豆水道」

講師／堀井満芳さん（県企業局東部
事務所柿田川支所長）
問合せ／函南町環境衛生課

電話０５５‐９７９‐８１１２

恋人岬バレンタインスペシャル
限定版恋人宣言証明書発行やチョ

コレートと愛の花言葉の花の種をプ
レゼント。ウエディングドレスとタ
キシードを着て記念撮影会などイベ
ント盛りだくさん。
とき／２月１４日（日）

９：００～１５：００
ところ／恋人岬
問合せ／土肥温泉旅館協同組合

電話０５５８‐９８‐０５２３

介護予防講演会
介護予防に関する知識やアドバイ

スについて講演会を開催します。
テーマ／脳卒中予防と生活の中での
リハビリテーション（加齢にともなう
機能の低下と上手につきあうために）
とき／２月１８日（木）

１３：３０～１５：００
ところ／清水町福祉センター
講師／黒澤崇四先生（ＮＴＴ東日本伊
豆病院院長） 参加費／無料
定員／１５０人（先着順）
申込み／２月８日（月）までに下記
へ電話で申し込み
問合せ／清水町健康づくり課

電話０５５‐９８１‐８２４２

三島市民演劇祭
とき／２月１４日（日）

開場１１：００開演１１：３０
ところ／三島市民文化会館小ホール
演目／●三島北高校演劇部「破稿
銀河鉄道の夜」●三島かたりべの会
「ふるさと昔話より」「たろ丸と狩人」
「言成地蔵」「間宮彦次郎の話」
●三島高校演劇部「メリー！メリ
ー！メリー！」●三島朗読研究会詩
音「朗読　文学と民話で巡る伊豆の
旅」●シアター万華鏡「ゴジラ」
入場料／一般（大学生以上）１，０００
円、学生（小学生～高校生）５００円
＊当日券あり。＊出入り自由（入場
券で確認＊やまがた楽器店、文盛堂
書店、Ｖｉａ７０１、三島市文化振興
課でチケット発売中！　　
問合せ／三島市文化振興課

電話０５５‐９８３‐２６７２

観梅茶席
皇太子殿下ご成

婚を記念して造ら
れた１６品種、約
１４０本の梅が咲
き誇る梅園。この
梅の開花にあわ
せ、梅園内にくつ
ろぎの茶席が設け

られます。梅の香りと共に、抹茶を
楽しみ、ひと足早く春を感じてみま
せんか。
とき／３月７日（日）までの土･日曜
日･祝日１０：００～１５：３０
＊荒天の場合は中止
ところ／沼津御用邸記念公園梅園
茶席料／５００円（抹茶、和菓子つき）
入園･観覧料／大人４００円、小･中
学生２００円（入園のみ大人１００円、
小･中学生５０円）
問合せ／沼津御用邸記念公園

電話０５５‐９３１‐０００５
沼津市緑地公園課
電話０５５‐９３４‐４７９５




